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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

 第1回臨時理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年５月１２日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８：１５～１９：５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：山形青年会議所　ルーム　会議室

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                            遠藤智大委員長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　中村正利委員長

4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                佐藤貴博出向理事

5. 出席者の確認（敬称略）                          
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長　　　　　　荒　井　　寛（欠席）

副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士

副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                   齋　藤　秀　和（公欠）

監事                   鈴　木　慎　也（欠席）

監事　　　　　　　　　高　橋　　大

特別委員長             菊　池　　学
特別委員長             後　藤　吉　伸（欠席）

室長                  東海林　　仁
室長   　             金　子　　明　（欠席）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋

本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之（遅参）

委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）

委員長　　　　　　　　中　村　正　利

委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏

委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（欠席）

部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（欠席）

部会長　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）

部会長　　　　　　　　會　田　智　弘

部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也（遅参）

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉

部会長　　　　　　　　矢　口　政　則

財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（欠席）

事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー      狩　野　慎一郎

会務セクレタリー　　　河　又　勇　人

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長　

理事会構成委員３１名に対し、２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
議事録署名人に井上周士副理事長、東海林仁室長、議事録作成人に会務セクレタリー。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
修正等があれば事務局に申し出て頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長　　
皆様こんばんは。本日は臨時理事会ということで先月２６日に行われました理事会におきまして事務局の確認の不手際等がありまして、本日の開催となったことのお詫びを申し上げたいと思います。その後、委員長の方でしっかり議案を作ってきたわけですが、事前配信が遅くなったというところもあります。しかしながら本日しっかり議案を見て頂いて、いろいろなご意見を頂戴しまして、さらなるよりよい事業に進めていくような会議になることを切に願うところでございます。せっかくの機会でございますので先月の理事会からの今までの外部出向等を含めながらご説明をさせて頂きたいと思います。４月２７日にＹＴＳで番組審査会がありました。山形のラーメンの番組の審査をさせて頂きました。休みが明けまして５月１０日でございますが遠藤正明先輩を講師にお呼びしての仮会員セミナーが行われました。私が会務セクレタリーをしているときに遠藤先輩は理事長をなされていた関係の中でこの度の運びとなったわけですが、現役と変わらない熱い話を頂戴したことをここにご報告させて頂きます。仮会員も８名ご参加頂きまして、懇親会は参加可能な方から参加頂いて、楽しく先輩からの熱い話を頂きまして非常いい交流の場となったのではないかと思います。そして昨日でありますが皆様からも多く参加頂きまして東北地区協議会の役員会が山形で開催がありました。実は塩釜の開催であったのですがどうしても開催叶わないということで荒井会長率いる山形ブロック協議会の皆様がお受け頂いてこの度の開催となったわけです。３月１１日に地震が起こったわけですが、ちょうどその時に花巻で東北地区の役員会をされていたということでその後初めての役員会の開催ということでした。内容につきましては今後の東北地区の方針を再度構築したものだったと聞いております。また、お話によりますと被災地ではブロック協議会の会員会議所の開催ができないという所があるようであります。出来ないということでは意思疎通ができないということなので、理事長ミーティングを進めて何とかＪＣの展開をして行くというブロックもあるようです。この度は夢を現実にする特別委員会からせっかく山形でＰＲということもあったのですが、私の方からお話をさせて頂きまして、その後の懇親会の中で地区協議会の会長の方にしっかりとジャパンナイトでのこれからのＡＳＰＡＣの方向性とＡＳＰＡＣ誘致に対する我々の変わらぬ思いを伝えてきたところであります。議案等作成頂いた特別委員会の方にはお礼を申し上げます。本日は前回取下げとなった議案の協議、そして出来れば審議まで結び付けていきたいと思います。その後の常任理事会ではこれからの事業を合わせながらＡＳＰＡＣについての意思統一をしたいと思います。長丁場となると思いますが最後の最後まで皆様から御意見を頂戴しながら進めてまいりたいと思います。

１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井寛直前理事長

欠席のため割愛

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

協議事項その他を含め３件

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

【全員賛成】

１３．確認事項

確認―０１　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

削除

１４．討議事項

討議―０１　その他

削除

１５．審議事項

審議―０１　その他

削除

１６．協議事項

協議―０１　ＬＯＭブースの出展（案）に関する件　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
豊島宏委員長【上程】

鈴木辰太郎本部長【質問】

アメの感想を聞かせて頂きたい。また、実施組織に関して各担当について教えて頂きたい。

豊島宏委員長【回答】

フルーツはそのままですが、ラ・フランスは知名度がない分感動するのではないかと思う。芋煮アメだが若干香ばしさが残る味で芋煮を知らない人にとっては意表を突く味であると考える。ＬＯＭブースの担当に関してはまずはラインの中で担当を決めようとした。

鈴木辰太郎本部長【意見】

まず、おいしいかどうかのアメを配るのはどうかと思う。ブースの担当に関しては専務がブースにつきっきりになるのはいかがなものか。鉢巻きに関しては実際に配るだけではなく巻いてあげることも必要であると思う。また、前回の臨時理事会でＡＳＰＡＣのみ審議を取るということだったが、本来はＡＳＰＡＣと世界会議に関してそれぞれ議案を作っていかなければならない。きちんと引き継いで頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

議案の中で山形ブロック会員大会の出展がないということだが、こちらは南陽ＪＣに確認したのか、それとも山形ブロック協議会に確認したのか。

豊島宏委員長【回答】

荒井ブロック会長に確認した。

齊藤秀昭副理事長【意見】

きちんと南陽ＪＣに確認するべきである。まだ南陽ＪＣからは発信されてはいない。ただ第４エリアでのブース出展はするという事だけである。

奥山和征専務理事【回答】

南陽ＪＣには確認せずに荒井ブロック会長に直接確認した内容から判断して議案の中からは削除した。

菊池学特別委員長【質問】

ティッシュの裏の「Ｌｅｔ‘ｓ　ｔｏｕｃｈ　Ｙａｍａｇａｔａ　ｍｏｒｅ」という文章は正しいのか。

また撮った写真のリンクはきちんとなっているのか。

豊島宏委員長【回答】

翻訳ソフトを使っているが、国際交流協会に確認してみる。

菊池特別委員長【質問】

このティッシュは写真を取った人にだけ配るのか。

豊島宏委員長【回答】

はい。

菊池学特別委員長【質問】

ティッシュである意味は何か。紙ではだめなのか。

豊島宏委員長【回答】

紙では利用価値はない。また、海外ではティッシュを配るというのは珍しい。

菊池学特別委員長【意見】

一番大切なのは写真を取った人が確認したいということだと思う。渡す時にアクセスして確認して頂きたいということを伝えて頂きたい。アメに関してだがＡＳＰＡＣは大丈夫だと思うが、世界会議のことも考えると牛を食べられない宗教の方もいるので、牛の成分が入っているのであれば注意書きをつけた方がいい。

東海林仁室長【質問】

鉢巻きの文言だが日本の人が訴えるメッセージなのに外国の方にこの鉢巻きをかけるのはどうか。「頑張ろう日本！！」というのはアジアの人に対して発信する内容としてはどうか。

豊島宏委員長【回答】

鉢巻きをつけて頂くことで外国の方にも機運を共有して頂きたかった。

東海林仁室長【意見】

外国の方にもそういう気分を共有して頂くことが、山形青年会議所が発信するメッセージということには疑問を感じる。

安藤太一郎室長【質問】

この議案は世界会議の部分も含めてということでよかったのか。

豊島宏委員長【回答】

ＡＳＰＡＣの部分の部分協議を頂いて、この後審議頂きたい。

野口雅弘副理事長【意見】

ブース設営に部分審議はあり得ない。部分審議でブース設営の予算は使えない。初めから臨時理事会を開いているのに部分審議で審議を通してしまおうという甘い気持ちではだめだ。

【１０分休憩】

豊島宏委員長【回答】

部分審議を撤回させて頂いて全体審議を頂きたいと思う。

野口雅弘副理事長【質問】

今年のブースにおける広報渉外委員会のテーマは何か。

豊島宏委員長【回答】

２０１４年ＡＳＰＡＣを開催するというわけありＬＯＭとして、山形を広く知って頂くということをテーマとしている。

野口雅弘副理事長【意見】

山形を知って頂くのは基本である。前回の東海林室長の時はドラゴンボール探し、その前の井上副理事長の時もテーマがあった。ブースはテーマを持ってやって頂きたい。理事会に対して真摯に取り組み反映していくという姿勢が欲しい。昔の理事会はこれで終わりだった。ブースを出すのはＪＣだけでなく百貨店で特産品をＰＲする時も同じである。山形を知ってもらうのがベースにあるのであってそれに主催する側のエッセンスを加えなければならない。ブロックに関してもブロック会長を輩出しているので第４エリアだけではだめだと思う。ブースに関して積極的に取り組むことは山形でＡＳＰＡＣを開催する時に全て帰ってくる。ブースを出して広く山形を発信することで最終的に山形に来て頂くことにつながる。

菊池学特別委員長【意見】

議案の審議対象資料に鉢巻きの案がある。

豊島宏委員長【回答】

事業内容の企画内容にパターン１を採用するとある。

安藤太一郎室長【意見】

世界会議の実施日時が違う。

三浦孝一郎副理事長【意見】

顔出しボードにメッセージを入れて頂きたい。ティッシュの紙に関して「Ｙａｍａｇａ　Ｔｏｕｃｈ　Ｍｅ」の「Ｙａｍａｇａ」と「Ｔｏｕｃｈ」の間をもっと詰めないと山形を知らない外国の方が分からない。鉢巻きのメッセージを中心に寄せて顔出しの写真に収まるようにして頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【意見】

ポケットティッシュの裏面の紙にＪＣＩのロゴを入れて頂きたい。

三澤慶洋室長【審議振替動議】

豊島宏委員長【再度上程】

安藤太一郎室長【質問】

先ほど出たデザインの意見の修正されたものはいつ見ることができるのか。

豊島宏委員長【回答】

理事メールにて送る。

安藤太一郎室長【質問】

大体の目処は。

豊島宏委員長【回答】

明日まで出す。

【全員賛成のため審議可決】

協議―０２　２０１１年度第５回理事会開催日程変更（案）に関する件　　　奥山和征専務理事

横山隆太事務局長【上程】

【審議振替動議】

横山隆太事務局長【再度上程】

松田勝行副理事長【意見】

次年度の役員選考会の件で、３１日に審議を通して定期発送しないといけないとなるとかなり大変である。最近定期発送が来ていない。選挙人の名簿を出すのに手間と責任が伴うので事務局でしっかりスケジューリングをすることを条件にして頂きたい。

【全員賛成のため審議可決】

協議―０３　その他

削除

１７．報告・依頼事項

報告―０１　その他

削除

１８．次回開催

【２０１１年度　第５回理事長】　２０１１年５月３１日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　場所：パレスグランデール

１９．監事講評

高橋大監事【監事講評】

皆さんお疲れ様でございます。当初は３０分くらいの理事会かなと思ってきましたが、思ったより時間がかかってしまいました。多々反省すべき点があったのではないかと思いました。まずこのような事態を招いてしまったのは厳しいことを言えば豊島委員長の自覚のなさに尽きると思います。本来ならば１月末の理事会で１回目の協議上程があって３月の理事会で審議を取り４月でＡＳＰＡＣのブースについては討議をもらってゆっくり準備をするという予定でありました。震災を割り引いても討議なしの一発審議は異例で合ったということであります。本日もたくさんの意見が出されたんですけどもなぜこういう事態になったのかと言いますと、最初の２回の議案がお粗末だったからです。本来ならこういう意見は１回目の協議の時にもらう意見でありましてもらった意見を踏まえて修正して２回目の協議に臨んで３回目の審議の時にはほとんど意見も出ずに可決をもらうというのが本来の在り方です。本日もいろいろと修正出た中でＬＯＭブースの議案も無事審議可決頂きましたので参加者がなかなか少ない中ですけども当日現地に行かれた方はブースを盛り上げて頂いて山形ここにありということをアジア、そして世界に発信して頂きたいと思います。また、残念ながらＡＳＰＡＣに行けない方もＬＯＭブースの準備のお手伝いをして頂いて少しでも多くのメンバーにＡＳＰＡＣに関わって頂ければＡＳＰＡＣが身近なものになるのではないかと思います。この点は委員会のメンバーにぜひお話をして頂ければと思います。今日は今年度１回目の臨時理事会ということで２度とこのような理事会を開かれないことを祈りまして本日の監事講評とさせていただきます。

２０．閉会
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